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GPS機能でブラストホールドリルの実機位置を把握し、保守管理、
稼働率の向上に役立てます。

初期費用を抑えてスピーディな導入が可能

月報の作成の自動化で現場での事
務作業負担の軽減と管理業務の効
率化を実現します。

点検日を予測することで、適切な整備計
画が立てられます。不具合発生を未然
に防ぎ、修理費用低減に寄与します。

2019年以降にご購入いただいたクローラドリルについては、
ご利用開始にあたって、新たな機器の導入や環境構築の必要はありません。

2019年以前にご購入いただいたクローラドリルについては、一度当社へお問い合わせください。

稼働状況の可視化により新たな気
づきを発見、改善することで穿孔作
業の効率アップを図れます。

管理業務・事務作業の省力化 適切な予防保全をサポート 作業の可視化で稼働効率アップ

次回点検目安2

当月稼働日の稼働データ一覧1
● エンジン始動、終了のアワメータ
● 穿孔時間、走行時間等の作業時間　● 穿孔長、燃費等の数値

過去6か月のデータ推移グラフ3

穿孔位置情報の表示4

● 稼働時間　● 穿孔割合　● 燃費　● 穿孔長　● 穿孔速度

効率化 予測 気づき・発見

導入メリット

お届けするレポートは、お客様のご要望に合わせてカスタマイズすることも可能です。
配信するコンテンツやファイル形式の変更にも柔軟に対応できます。

Point

当社のブラストホールドリルに標準付帯のF-MICASで収集したデータをレポート化し、機械稼働月報として配信

するプログラムです。稼働状況を素早くつかむことができるレポートが毎月お手もとに届きます。

レポート内容

レポートは、1ヶ月ごとの集計データの表示と過去6ヶ月間の稼働状況の変化をグラフで表示します。
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※お届けするレポートは、お客様のご要望に合わせてカスタマイズできます。

当月稼働日の稼働データ一覧1

日毎の稼働状況を一覧でチェックできます。稼働管理の省力化、月報集計などの簡素化などが図れます。Point

稼働レポートでは、当月の稼働日ごとに一日の稼働時間や穿孔作業時間、穿孔割合、穿孔長、燃費などを表示します。

次回点検目安2

毎月の平均稼働時間から次回のメンテナンス時期を予測し、お客様へご提示します。
事前にメンテナンス時期をお知らせすることで、お客様の機械運用や管理をサポートします。

Point

平均稼働時間から次の点検時期を予測します。

過去6か月のデータ推移グラフ3

作業の見える化により適切な改善を行うことで、稼働効率のアップや生産性の向上が見込めます。Point

過去6ヶ月間のデータを月ごとにグラフ化し稼働状況の変化を可視化しています。

レポートサンプル

3-1. 機械操作の効率を可視化

3-3. 穿孔長の変化を可視化

3-2. ランニングコストの分析
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